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【研究の背景・目的・内容】 

近代の東アジアにおいては、人・物の移動・交流が活発化すると同時に、帝国主義と民族主義(ナショナ

リズム)の進展がみられた。そのような状況において、衣服・ファッションもまた、流動化し、混交する一方

で、「民族衣装」のように人々の集団を象徴し、表象するとみなされるような衣服の形態も発展した。 

本研究は、そのような、近代東アジアにおける衣服・ファッションの混交と変容の実態を明らかにしよ

うとするものである。 

 

【応用例、研究の展望】 

「キモノ」や「チャイナドレス」など、ある民族の「民族衣装」とされ、その国を表象するものとして扱われ

ているような衣服・ファッションについて、それが如何なる目的のもとに作り上げられ、その歴史が如何

に解釈をされているかを明らかにする。また、それらの衣服・ファッションの歴史と、近代の帝国主義・民

族主義(ナショナリズム)、そしてジェンダーが密接に結びついていることを証明する。 

 

【研究方法の特色】 

近代東アジア地域の新聞・雑誌、文学、映画、そして現存する衣服の実物を主な調査対象とする。 
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・森理恵、「第1章 「キモノ」表象の民族主義と帝国主義」、『グローバル関係学5 「みえない関係性」をみせる』、

pp. 26-44、岩波書店、2020年11月 
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共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・近代東アジア地域の資料を保存活用する機関との共同調査・研究。衣服・ファッションの視点からの資料の分

析・解釈。 

 


